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○ 実態把握の方法と収集する情報の内容例 

児童生徒の障がいの状態は、一人一人異なっているため、個々の自立活動の指導内容を

具体的に設定するためには、的確な実態把握に基づき、指導することが望ましい課題を明

確にすることが大切です。以下は、実態把握の方法と収集する情報の内容例です。 

 

実態把握のポイントは何ですか？ 

 

 

 

 

 
 

詳しくはこちら   

 

Ｑ９ 

 障がいの状態、発達や経験の程度、興味・関

心、生活や学習の環境などを把握しますが、困

難さだけに目を向けるのではなく、長所や得意

としていることも把握することが大切です。 

Ａ９ 

情報収集では、困難さばかりに目を向けるのではなく、学習や生活の中

で見られる長所やよさ、得意としていることの把握も大切です。 

直接的な把握 保護者等からの聞き取り

心理学・医学的な立場からの情報収集 関係機関からの情報収集

病気等の有無や状態、成育歴、基本的な生活習慣、人や物との関わり 

心理的な安定の状態、コミュニケーションの状態、対人関係や社会性の発達 

身体機能、視機能、聴覚機能、知的発達や身体発育の状態 

興味・関心、障がいの理解に関すること、学習上の配慮事項や学力 

特別な施設・設備や補助用具の必要性、進路、家庭や地域の環境 など 

的確な実態把握に基づく「個別の指導計画」の作成 

10



Ⅰ 理論編 

 

 

 

○ 流れ図における実態把握のポイント 

【Ｑ８】で説明した「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編」の「流れ

図」では、実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの流れの例が示されています。 

自立活動の指導は、障がい名のみに頼って特定の指導内容に偏ることがないよう、対象

となる児童生徒の全体像を把握することが重要です。その際、６区分27項目の内容を踏ま

えて整理することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 教育的ニーズを整理するために 

 一人一人に適切な指導や支援を行うためには「教育的ニー

ズ」の把握が欠かせません。 

令和３年６月に文部科学省が発行した「障害のある子供の

教育支援の手引」では、障がいのある子供の「教育的ニーズ」

を整理するための考え方や観点が、障がいの状態等に応じて

具体的に示されています。 

障がいの特性の理解はもちろん、自立活動の指導の充実を

図る上で参考になります。 

実態を多面的に捉えるために！～自閉症・情緒障がい特別支援学級のＡさんの例～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康の
保持 

心理的
な安定 

人間関係
の形成 

環境の
把握 

身体の
動き 

コミュニケ 
ーション 

      

 

実態把握は、偏った見方にならないよう、複数の先生方で行うようにし

ます。そうすることで、設定した指導目標や指導内容がより客観的で適切

なものになります。 

「障害のある子供の教育支援の手引」 

文部科学省（令和３年） 

収集した情報を単純に振り分けるだけ
ではなく、 

６区分27項目の解説を踏まえて整理
する。 

 

例えば、「３ 人間関係の形成」の

「(2) 他者の意図や感情の理解に関

すること」の項目を踏まえると、Ａ

さんに見られる様子はありますか？ 

 

 

障がいの特性から、コミュニケー

ションや心理的な安定に課題が多く

見られるけど、それだけで指導内容

を考えてよいのかな･･･ 

その項目を踏まえると、Ａさんは

相手の思いや感情の読み取りが十分

でない様子が見られます。 

なるほど！そのように実態を把握

して整理していくとよいのですね。 

 
Ａさんに関する様々な情報を

収集できたので、自立活動の６

区分で整理しよう。 

児童生徒の全体像を把握する 
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